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著書紹介 
著者自らが 
近刊を紹介します。 
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A
ct 
of 
1934

）に
ど
う
影

響
し
た
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
。
第
３
に
、

同
法
の
成
立
が
、米
銀
行
業
の
監
督
官
庁

で
あ
る
連
邦
準
備
制
度（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）、通
貨

監
督
局（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）、預
金
保
険
公
社（
Ｆ

Ｄ
Ｉ
Ｃ
）及
び
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
制
・
監
督
範
囲

に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
に
つ
い
て
、

法
制
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
　
　
在
、わ
が
国
の
大
手
金
融
機
関
は

　
　
　
生
き
残
り
を
か
け
た
大
型
合
併

に
よ
り
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
化
し
つ
つ

あ
る
。
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
は
異
業
種

を
含
む
巨
大
な
組
織
で
あ
る
た
め
、部
分

的
に
生
じ
た
経
営
破
綻
が
シ
ス
テ
ム
崩
壊

に
発
展
す
る
リ
ス
ク
を
有
し
て
お
り
、そ

れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
金
融
監
督
の
問

題
が
今
後
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。こ
う

し
た
観
点
か
ら
も
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト

の
規
制
・
監
督
を
す
で
に
内
生
化
し
つ
つ

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ア

メ
リ
カ
の
金
融
法
の
研
究
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。 

 

【最近の主要著作・研究業績リスト】　 
◆単著論文　●著書 

◆「米銀の証券発行に伴う情報開示義務に関する一考

察―ＳＥＣと銀行監督官庁による監督範囲の議論を

中心に―」日本経営財務研究学会編『経営財務研究

双書』2001年 
◆「米国の証券法におけるＳＥＣ登録免除の取扱に関
する一考察―銀行の発行する証券の取扱を中心に―」
（愛知淑徳大学論集）2001年 
◆「金融持ち株会社の証券業務とその検査・監督体制
について―米国ＢＬＢ法制定後の変更点を中心に―」
（愛知淑徳大学論集）2002年 
◆「米国における金融検査・監督体制について」（愛知
淑徳大学論集）2004年 
●「金融業の情報開示と検査・監督」（東洋経済新報社）
1998年（単著） 
●『米国の銀行規制と根拠法令の研究」（愛知淑徳大
学ビジネスコミュニケーション研究所）1999年（単著） 

●『コミュニケーション学入門」（ナカニシヤ書店）
2000年（共著） 
●「経営財務戦略の解明」（中央経済社）2001年（共著） 

現 

「シンガポールの経済発展と日本」 
現代社会学部教授　清水洋（単著） 
▼A５判/242ページ/コモンズ/2,800円+税/2004.5.10発行 
▼本書は、1998年にコモンズより刊行された「からゆきさんと経済進出―世
界経済のなかのシンガポール・日本関係史」（名古屋大学大学院の平川均
教授との共著）の続編。65年以降のシンガポールの経済発展における日本
の関与と貢献をブリヂストン、ポッカ、キッコーマンなどの進出日系企業の海
外戦略と日本人観光客に焦点を当てて聞き取りと国内外で収集した資料か
ら研究。 
 
 
 
「十七世紀英文学と都市」 
文学部教授　久野幸子(共著） 
▼Ｂ5版/207頁/金星堂/5,040円/2004.6.30発行 
▼書名には都市とあるが、それ以外の題目を扱った論文も掲載する十七世
紀英国の文学・社会・文化全般についての論集。“John Donne and the 
Rhetoric of Christian Imperialism”を執筆し、布教活動と植民地獲得の
両立を説く聖職者ジョン・ダンの矛盾と内的苦悩を追及した。 
 
 
 
 
 
 
「サックス博士の片頭痛大全 
　（原著：Oliver Sacks : Migraine）」 
医療福祉学部医療貢献学科視覚科学専攻教授 
大庭紀雄（共訳）（共訳：春日井晶子） 
▼文庫版/573ページ/早川書房/980円/2000.11.30発行 
▼医学エッセーで世界的に著名なサックス博士が、多くの人々が悩む片頭
痛について、豊富な症例、多数の口絵と図、鋭い観察眼によって明らかにし
ている。「目の中に星が見える」こともある不思議な片頭痛の世界を平易に
科学した不朽の名著である。医療や福祉を学ぶ人々に読んでもらいたく翻
訳した。 
 
 
「色のない島へ 
　―脳神経科医のミクロネシア探訪記 
　（原著：Oliver Sacks : The Island of Colorblind）」 
医療福祉学部医療貢献学科視覚科学専攻教授 
大庭紀雄（監訳） 
（翻訳：春日井晶子） 
▼四六判/318ページ/早川書房/2,000円/1999.5.1発行 
▼医学エッセーで世界的に著名なサックス博士が、さまざまな臨床症例を示
すミクロネシアの人々の日常生活を心温まる筆致で描くとともに、彼らをとり
まく家族や社会にまで視野を広げ、病気と人間の関係を鮮やかに浮き彫り
にする感動の書である。医療や福祉を学ぶ若い人々に読んでもらいたく翻
訳したものである。 
 

 
「銀幕の子どもたち」 
コミュニケーション学部教授 
窪田守弘（単著） 
▼Ａ5判/273ページ/晃学出版/2,700円/2004.7.28発行 
▼映画に登場する子どもの演技は、それが彼らの純粋さや無垢から生じたも
のか、あるいは意図的な行為なのかと判断するのは難しい。本書では、子ど
もの実像と虚像のイメージに関して、主な作品の内容や時代的背景などの
分析から、映画の新しい見方がわかりやすく説明してある。なお、本書は平
成16年度愛知淑徳大学出版助成を受けて出版されたものである。 
 


